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八
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彙
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京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
記
事

　
恒
例
の
京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
は
平
成
十
七
年
十
～
月
三
瞬
（
木
）
午

後
｝
蒋
半
か
ら
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
新
館
第
三
講
義
室
に
お
い

て
左
記
の
如
く
行
わ
れ
た
。

　
　
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
暫
学
史
の
二
つ
の
系
譜

　
　
　
　
　
奈
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
　
　
赤
松
　
明
彦

　
一
、
デ
カ
ル
ト
と
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
に
お
け
る
数
理
と
臨
然
の
概
念

　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
　
　
小
林
　
道
夫

　
講
演
会
は
数
多
く
の
会
員
の
方
々
の
三
鷹
を
得
て
盛
会
で
あ
っ
た
。
ま
た

講
演
会
終
了
後
、
京
大
会
館
に
お
い
て
懇
親
会
を
も
ち
、
多
数
の
会
蝿
が
講

演
者
と
と
も
に
討
論
と
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

二
　
外
国
人
学
者
来
訪
講
演
会
記
事

　
平
成
十
七
年
七
月
よ
り
岡
年
十
二
月
末
ま
で
に
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
の
旧
誓
学
系
諸
研
究
室
の
主
催
な
い
し
共
催
の
も
と
に
行
わ
れ
た
外

国
人
学
者
に
よ
る
講
演
会
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
な
お
C
O
£
関
連
で

綴
悶
催
さ
れ
た
講
演
会
は
こ
こ
に
は
含
ま
な
い
。
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ス
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扁

　
　
　
平
成
十
七
年
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月
八
日
　
於
京
都
大
学
文
学
研
究
科
薪
館
第
六
講
義

　
　
　
室

　
「
社
会
運
動
に
お
け
る
円
×
圃
6
と
く
○
同
O
円
偏

　
　
平
成
十
七
年
七
月
二
十
二
日
　
於
同
館
拙
会
学
共
同
研
究
室
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h
O
質
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ω
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簿
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①
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ン
ブ
ル
ク
大
学
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①
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錠
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鼠
轟
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①
ω
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雪
け
ω
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魯
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ぐ
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八
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於
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館
第
　
講
義
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根
源
の
現
れ
と
し
て
の
文
の
意
味
と
直
観

　
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
赤
松

ア
テ
ィ
シ
ャ
の
論
理
学
に
対
す
る
立
場

　
…
：
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
：
…
窟
崎

中
国
為
術
理
論
史
序
説
…
…
…
…
…
宇
佐
美

メ
ノ
ン
の
パ
ラ
ド
ク
ス
、
想
起
、
仮
設
法
、

　
根
拠
の
推
理
と
ラ
リ
サ
へ
の
道

　
－
古
代
ギ
リ
シ
ア
哲
学
に
お
け
る
本
格
的
認
識
論
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